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図により検討した。

図によれば,労働 1日 当り収量の高まりは顕著である

が,これは収量向上の結果招来したものであり,矢印の

角度をみても永稲生産力は明らかに土地生産性向上に傾

斜したものといえる。現在の労働量の減少は,多労働の

単なる軽減という意味しかなく,本来的な労働生産性の

向上は今後の課題となろう。

なお,こ の図でも,10α 当りの収量と労働量の個別性

が捨象されてきたことがわかる。この点,前述のとおり

労働生産性向上につながる高い次元の経営改善に移行し

うる基礎条件が与えられ,高度な稲作の発展を指向でき

る可能性を具体的に顕現しているといえ,そこに本改良
の重要な意義を見出すことができる。    ・

6 階層性について

以上は属地的検討であったが,これを個別経営におろ

した場合,いかなる変化を来たしているか。

改良前は上層の反収が若千高位であったが,現在はこ

の差はほとんどない。しかし, 1戸当りの増収量,販売

量は上層が有利に展開している。一方,10α 当り経費は

1～ 2″αの中・下層にピークがある。つまり,前述の個

別差のないのは,土地改良後日が浅いためであり,今後

は,労働手段など追加投資は上層に有利に進行し,個別

技術は中層あたりで労働集約的に作業精度を高めるとい

った個別性の強化が予想される。したがって,今後は,

資本の立場から水稲作の階層性が従来以上に顕在化する

要素も多分にあると考えられる。

7要   約

以上,排水改良がこの地域の稲作に与えた影響を,主

に収量と労働の面から考察し,その呆す役害1を考えてみ

たわけであるが,以下これを要約すれば,

1 土地改良は,それ自体生産方向上をもたらすもの

ではないが,経営発展の可能性創造ということで,いち

じるしい働きをなす。

2.生産力の点では土地生目■の向上が顕著である。

しかし,水田基盤が均質化したことによって,労働生産

性を向上すべき基礎条件が整えられたといえる。

3 しかし,属人的には,資本装備などの点で個別性
ヵ‐ 層強化する可能性があり,稲作の発展的展開を規制

する方向に動く傾向もみせている。これをいかに排除し

基盤整備の成果を高めて行くかが,今後の課題である。

畑 稲 マ 71/チ 栽 培 に 関 す る 研 究

第 1報 生 育 相 と そ の 問 題 点

日 野 新
佐 藤 忠

1 ま え が き

ホーリーシ,卜 利用による畑稲のマルチ栽培試験は昭

和41年から始まり,岩手県でt濤2年度は約20カαの普及に

過ぎなかったが 43年には 1,100カ と伸び, さらに急速

な増加が見込まれている。

この栽培法は微細地象の改良,地象改善とも云うべき

ものである (日 本農業気象学会東北支部会報 第13号 ,
古沢似

また,この急速な伸びの一因として,ビート転換作と

して,適時であったことがあげられる。特に本県畑作地

士・鎌

(岩 手県農試)

帯の農家の飯米完全自給率は439%に過ぎず, この地域

における畑稲の安定多収栽培法として極めて有効である

(農及園43巻 , 5号 )。

前述のマルチによる地象の変化に伴い,生育相の変化

を追跡した結果の概要と,問題点をここに略述して御叱

正を仰ぎたい。

2 試験方法および結果

遅延型冷害年次である41年では第 2表のように発芽

が12日 ,出穂が13日 も早く,マルチ区の出穂始め 8月 15

X

太・古 沢 典 夫
田 信 昭

* 岩手続計調査事利折
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件条試供表第
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第 表 昭和41年における生育収量

区  名
発  芽 出  穂 成 熟 期 8月 15日 に お け る生 育 量
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日では地上部重が 36倍にも達するItL盛な生育量であっ

た。穂数は大差なく,粗数も7%増に過ぎなかったが,

穂重大で,稔実歩合,千粒重高く,粒が厚かった。この

ように,登熟期間の温度と関連して登熟要素に優れたこ

とが最大の特色となっており,品質もはるかにまさり,

72%の多収となった。

豊作年である42年でも初期生育の促進が 目立ち,草

丈,分けつも優れ,発芽から 13業進んだ葉数はさらに

促進されてほぼ 2葉の差となっている。しかし主稗業数

は 1枚以上多く,出穂促進は 4日 程度にととまった。

穂数は慣行に比べてやはり多くないが,他の収量構成

要素はすべて優り,li数特に稔実粒数多く稔実歩合高
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第 1図 生育経過と段ワU粒重歩合

く,二次櫛便少なく千粒重も重く,やはり75%程度の多
収を示している。また,品質においても優れていること
は第 1図からも推測し得るであろう。

黒フィルムは,最高温度の上昇少なく最低編薩が高い
日較差の少い地温を反映して,著しく遅発分けつ型で,
早冷な本県では好ましくない。透明では有効分けつ決定

は15日 も早い 6月 下旬であって,弱小分けつは穂になら
ず寒冷地として全く好ましい様相を示している。ただし

無効分けつの割合が多くて有効茎歩合が最も小さいこと

は,生育相から見たマルチ栽培の大きな問題である。中
後期の高次無効分けつは,単に無駄なばかリカ戦枯病多
発や倒伏の一因をなし,マルチ裁培特有の大きな欠点と

なっている。このことは,従来問題にされなかった短稗
少けつ品種の選定と株当り粒数を多くするなどの対策を
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第 3図

示唆するものであろう。

なお,収量の構成は,主禅, 1次では 6, 2次では 2
の 1,3の 1,3の 2あたりまでが主要なものであった。

第 表 昭和42年収量および収量構成要素の比較

17181 92o21
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較比相分表第 け
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て ん 菜 の 多 収 技 術 に 関 す る研 究

豊 川 良 ―・ 鈴 木 源 蔵

(青森県農試 古間木支場)

1ま え が き

この研究は,綜合助成試験てん菜生産改良に関する研

究の一環として実施したものである。研究の目標は,該

地におけるてん菜の記録的多収量をあげることを第一の

目的とした。これがため既往の諸試験成果を総合的に組

入れ,多収栽培技術の確立を計った。

本報は,てん菜の高位収量をあげるに至るまでの技術

経過ならびに栽培技術改良による多収性,高糖性につい

ての知見を報告し,多収技術指導上の参考に供したい。

なお,上壊化学分析については,遊坐技師の労をわづ

らわした。記して深謝の意を表する。

2試 験 方 法

供試処理条件および根重,根中糖分指数を第 1表に示

した。

品種は1962年から1966年まで「導入 2号J,1967年は

「 ツキサップ」を供試した。

直播,移植ともに 4月 20日 上5日 に播種および移植を

行なった。

直播栽植株数は909株′α (55mx20m),移 植栽植株

数は750株ノC(55C2× 24 2Cπ ),移植密植株数は1,111

株/α (55`2X18σπ)で実施した。

堆肥施用量は1962年に225た,7α ,1963年から150ん,/α

を基準とし,倍量llE肥区,無
jE肥区を設置した。消石灰

は普通区を20時 /α とし,燐酸質資材改良区は 4ん ,/α を

畑ヨした。

イビ翻巴料 3要素は,1962,'63年の両年,窒素肥料 と

して,チ リ硝石・硫安・尿素,燐酸肥料は過石・熔燐 ,

加里肥料は硫加・塩加を配合施肥し,1965年は硫安・尿

素・過石・熔燐・塩加,1964,'66年 は硫安・過石,硫

加,'67年は高度化成 (08-15-08)を用いた。

てん菜初期成育を促進するスターター施肥は,スター

ターとして北奥ピート化成 1号 (08-15-08)を 表層

8`πに施した。1964年は化学肥料をスターターとし,全

量肥の窒素56,燐酸%,加塁14,1965年は窒素%,燐酸
斃,加里%を配合して用いた。

燐酸質資材改良処理条件は山本の指導により,深耕を

27`πとし,改良資材熔燐1335ん ,ノι,過石268λグα(成

分量)を現物比4:1の割合に配合し,%量を全層,斃

量を13～ 15ιπ表層にロータリーで混層した。熔燐はBM
熔燐 (燐酸20%,苦±13%,珪酸20%,棚素05%, マ
ンガン1%,石灰30%)を用い,燐酸貢資材用量は燐酸
吸収係数の10%相当量を使用した。

微量要素Mgには硫苦 (986%)を 750′ /α ,Bには

硼砂原7/Jを 52′ /C,Naには壱硝 (3242%)を800′ /α

用いた。

移植栽培は1965年に導入し,1967年にはロングギット

を使用して行なった。


